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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　選択再生したディスクからファイルシステムデータを選別し、
　選別したファイルシステムデータを解析し、
　前記解析中に再生可能ファイルを検出したときにディスクチェック結果を出力すると共
に前記解析を直ちに中止し、
　次のディスクをチェックする作動を連続して行うことを特徴とするディスクチェンジャ
のディスクチェック方法。 
【請求項２】
　選択したディスクを再生してファイルシステムデータを選別するファイルデータ選別手
段と、
　前記ファイルデータ選別手段で選別したファイルデータを解析した結果により再生可能
なファイルを検出する再生可能ファイル検出手段と、
　前記再生可能ファイル検出手段では、前記ファイルシステム解析中に再生可能ファイル
を検出したとき当該解析を直ちに中止すると共にディスクのチェック結果を出力し、
　前記再生可能ファイル検出手段で再生可能ファイルを検出したとき、ディスクチェンジ
ャに対して次のディスクを選択して、連続して再生する指示を行うディスク選択指示手段
とを備えたことを特徴とするディスクチェンジャ。
【請求項３】
　前記ディスクチェック結果を記憶するディスクチェック結果記憶手段を備えたことを特
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徴とする請求項２記載のディスクチェンジャ。
【請求項４】
　前記ディスクチェック結果により、チェックを行ったディスクに対応するランプを点灯
することを特徴とする請求項２記載のディスクチェンジャ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば複数枚のコンパクトディスク（以下ＣＤという）が収納され、その中
から任意のディスクを選択して再生を行うディスクチェンジャに関し、特にプレーヤでは
再生できない各種データを記録したＣＤが挿入されていないかを予めチェックを行うよう
にしたディスクチェンジャにおけるディスクチェック方法、及びその方法を実施するディ
スクチェンジャに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えばディスクチェンジャを備えたＣＤ再生処理部においては、例えば図３に示すよう
な装置により再生作動を行う。即ち、図示の例はオーディオ用ＣＤのプレーヤを示し、デ
ィスクチェンジャ３０に多数収納されたＣＤ３１は、任意のものが選択されてプレーヤ３
２にかけられ、スピンドルモータ３３で回転駆動され、ピックアップ３４によってディス
クに記録されたデータが読み取られる。読み取られたＲＦ信号、及びフォーカスエラー信
号、トラッキングエラー信号等の信号は、ＲＦアンプ３５を介して信号処理部３６に入り
処理される。
【０００３】
　ディスクチェック部４４ではそれらの信号のうちから管理データ３７の種々のデータの
中で、ファイルシステムを解析することによりこのプレーヤで再生できるｍｐ３等のファ
イルが存在するか否かをチェックする。ファイルシステムを全て解析した後、再生可能な
オーディオデータが存在するときはその旨を出力する。また、再生可能なディスクの再生
処理に際しては、その音声情報であるオーディオデータ３８分離し、管理データ３７はシ
ステムコントローラ４０に入力して種々の制御用のデータとする。また、オーディオデー
タ３８は図示の例では、システムコントローラ４０によって作動指示されるメモリコント
ローラ４１を介して、バッファ用ＲＡＭ４２に所定時間の量が記録される。
【０００４】
　また、システムコントローラ４０の指示によりメモリコントローラ４１を介して前記の
ようにバッファ用ＲＡＭ４２に記録したオーディオデータを順に信号処理部３６に読み出
し、音声信号出力４３を行う。また、信号処理部３６では、サーボドライバ４４によりス
ピンドルモータ３３及びピックアップ３４の駆動制御を行うと共に、前記のようなフォー
カスエラーやトラッキングエラーへの対応を行う。
【０００５】
　近年はＣＤとして従来から利用されている市販ＣＤを再生するほか、そのコピーＣＤを
再生し、また、パソコン等でオーディオデータをＣＤに記録して、それをオーディオプレ
ーヤで再生することも広く行われるようになっている。特にパソコンでオーディオデータ
を取り扱う際には、それぞれ特色のある極めて多くの記録方式が用いられている。
【０００６】
　例えば、現在用いられている方式として、ＣＤオーディオトラック形式～.cda、　Wind
owオーディオ形式～.wav 、　Macオーディオ形式～.aiff/.aif 、　Sunオーディオ形式～
.au/.snd、　MPEG オーディオ形式～.mp3、　RealAudioプレーヤーの音声データ～.ra/.r
am、　MIDIベースの音響ファイル～.mid/.midi、　QuickTimeビデオファイル形式～.mov/
.qt、　Window Media オーディオ形式～.wma 、　Advanced Streaming Format 形式～.as
f、　Advanced Audio Cording形式～.aac、　Ogg Vorbis形式～.ogg等々が存在する。 
【０００７】
　これらの各種のオーディオデータ記録方式はＣＤーＲ、ＣＤ－ＲＷにそのまま記録する
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ことができ、したがって利用者が各種の場面でそれぞれ作成したオーディオ用のＣＤ－Ｒ
等には、種々の型式のオーディオデータが記録されていることとなる。したがって一般の
ＣＤプレーヤでは、できる限り種々のオーディオデータの再生を行うことが望まれるもの
の、それらの再生ソフトを全て用意しておくことはコストの面で無理がある。そのため、
現在用いられているオーディオプレーヤにおいては、代表的なオーディオ型式に対応でき
るように、例えば従来からのＣＤオーディオデータ（ＣＤ－ＡＤ）の他、ＭＰ３データの
再生を行うことができるようにしたものも用いられている。
【０００８】
　このようにＣＤ－Ｒ等にオーディオデータを記録して、ＣＤプレーヤで再生を行うとき
に、再生しようとするＣＤ－Ｒ等にはそのプレーヤでは再生することができないデータし
か記録されていないときには、このＣＤを再生することができない。特に、ＣＤ－Ｒはパ
ソコンで広く用いられるようになっているため、前記のような各種のオーディオデータに
限らず、例えばデジカメで撮影した画像、インターネットから取り込んだ画像等も記録さ
れるため、ＣＤプレーヤで再生しようとするとき、このようなＣＤプレーヤで再生するこ
とができないデータばかりが記録されているＣＤである場合もあり得る。
【０００９】
　特にＣＤチェンジャに多数のＣＤを装填して、いずれかのＣＤを選択して再生しようと
するとき、上記のようにこのプレーヤでオーディオ再生することができないデータのみが
記録されたＣＤは、その後このＣＤに対して再生指示を行っても再生することができず、
利用者に不快感を与えるので、ＣＤチェンジャにＣＤを装填したとき、これらのＣＤに対
してディスクチェックを行うようにしている。図３に示す従来の例おいては、ディスクチ
ェック部４４は、システムコントローラの指示により、それらのＣＤに記録されている管
理データ３７のファイルシステムを解析することにより、このＣＤプレーヤで再生するこ
とができるか否か、即ち、再生できるファイルが存在するかを検出している。
【００１０】
　従来のＣＤディスクチェンジャを備えたＣＤ再生装置においては、ディスクチェンジャ
にディスクを装填してセットした後の利用者の実際の再生する指示入力時に、装填したデ
ィスクが再生可能か否かをチェックし、再生可能なディスクを見つけたときにそれを再生
する手法の他、ディスクチェンジャにディスクを装填してセットしたときに、ディスクチ
ェンジャに装填したディスクが再生できるものであるか否かを全てのディスクに対して順
にチェックを行い、再生可能なディスクを別途記録し、必要に応じてその状態を利用者が
判るように、再生できるディスクに対応するランプを点灯する等の手法も採用されている
。
【００１１】
　上記のようなディスクチェック時に、選択したディスクが再生できるディスクであるか
否かを検出するには、従来は、このディスクに最初に記録されている管理データ部分のフ
ァイルシステムを全て解析し、このディスクのデータがどのような構成であり、どのよう
な型式のデータが記録されているかを検出している。
【００１２】
　即ち、ＣＤのデータ構成はＩＳＯ０９６６０に規定されており、各種のシステムでＣＤ
を利用することができるように、ＣＤに記録することができるデータを数多く規定してい
るが、各ＣＤはその中で必須のデータの他適宜必要なデータを選択して記録している。図
４に示すＣＤにおいては、そのリードイン領域において先頭から１６セクタにシステムエ
リアとしてシステム用に予約され、続いてＰＶＤ、ＳＶＤ、ボリューム区画記述子、起動
レコード、ボリューム記述子集合終端子等からなるボリューム記述子が１セクタづつ複数
並んで記録される。
【００１３】
　それに続いて、小型のパステーブルであるＬ型パステーブル、大型のパステーブルであ
るＭ型パステーブルを備えたパステーブルが記録され、ここにはＣＤ全体の情報パステー
ブルとして記録される。その次に、このＣＤのファイル構成を示すディレクトリが記録さ
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れる。このディレクトリはルートディレクトリＲをレベル１としてレベル８まで記録可能
であり、ここにはディレクトリ識別子、ファイル識別子が記録され、エクステントとして
記録されているファイルデータの先頭のセクタ番号、データの占めるバイト数としてのデ
ータ長、ファイルフラグ、記録日時等が記録されて、それに続いてエクステントとして各
ファイルのデータが記録される、という構成となっている。
【特許文献１】特開２００４－１８５７４７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　ＣＤチェンジャにおけるディスクチェック時には、上記のようなＣＤのデータ構成にお
いて、このプレーヤで再生できるデータが存在するか否かは、上記ファイルシステムにお
けるオーディオデータ以外のデータである管理データを解析し、特にディレクトリ部分の
解析でこのＣＤのファイル構成、即ち図４の例ではルートディレクトリＲに基づいて構成
されるファイルＡ、Ｂ、Ｃ・・・、ファイルＡに展開するファイルＡ１・・・、ファイル
Ａ１に展開するファイルＡ１１のｍｐ３データ、ファイルＡ１２、Ａ１３、ｍｐ３データ
のファイルＡ１４・・・、ファイルＡ１２に展開するファイルＡ１２１、ｍｐ３データの
ファイルＡ１２２、ファイルＡ１２１に展開するファイルＡ１２１１、ｍｐｓデータのフ
ァイルＡ１２２２・・・等々のファイルシステムを全て解析した後に、その解析結果によ
って、結局このプレーヤで再生できるファイルが存在するか否か、即ち再生可能なディス
クであるか否かのチェックを行っている。したがってファイル構成の複雑さの程度にもよ
るが、１枚のＣＤに数十秒かかることも少なくなかった。
【００１５】
　なお、ディスクチェンジャにＣＤを装填したとき、最初に上記のようなディスクチェッ
クを行った後に、そのディスクを実際に再生するとき、ディスクチェック時間の短縮を図
るため、最初に行うデータディスクのディスクチェック時には、最終セッションの認識処
理を行って最終セッションのＰＶＤアドレスを取得して、メモリ装置にディスク番号をこ
れと対にして記録させ、以降の再生時にはこれを読み出すことによりセッション認識処理
を省いて再生を行うようにした手法は、上記特許文献１に開示されている。
【００１６】
　しかしながら、この手法によっても最初このディスクチェンジャにＣＤを装填したとき
に、全てのディスクに対してディスクチェックを行うときに多くの時間がかかる点は、以
前の従来のものと同様である。
【００１７】
　したがって本発明は、ディスクをディスクチェンジャに装填したとき、装填した各ディ
スクが再生可能なディスクであるか否かをチェックするディスクチェックを、短時間で行
うことができるようにすることを主たる目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明に係るディスクチェンジャのディスクチェック方法は、選択再生したディスクか
らファイルシステムデータを選別し、選別したファイルシステムデータを解析し、前記解
析中に再生可能ファイルを検出したときにディスクチェック結果を出力すると共に前記解
析を直ちに中止し、次のディスクをチェックする作動を連続して行うことを特徴とする。
【００１９】
　本発明に係るディスクチェンジャは、選択したディスクを再生してファイルシステムデ
ータを選別するファイルデータ選別手段と、前記ファイルデータ選別手段で選別したファ
イルデータを解析した結果により再生可能なファイルを検出する再生可能ファイル検出手
段と、前記再生可能ファイル検出手段では、前記ファイルシステム解析中に再生可能ファ
イルを検出したとき当該解析を直ちに中止すると共にディスクのチェック結果を出力し、
前記再生可能ファイル検出手段で再生可能ファイルを検出したとき、ディスクチェンジャ
に対して次のディスクを選択して、連続して再生する指示を行うディスク選択指示手段と
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を備えたことを特徴とする。
【００２０】
　本発明に係る他のディスクチェンジャは、前記ディスクチェンジャにおいて、前記ディ
スクチェック結果を記憶するディスクチェック結果記憶手段を備えたことを特徴とする。
【００２１】
　本発明に係る他のディスクチェンジャは、前記ディスクチェンジャにおいて、前記ディ
スクチェック結果により、チェックを行ったディスクに対応するランプを点灯することを
特徴とする。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明は上記のように構成したので、ディスクをディスクチェンジャに装填したとき、
装填した各ディスクが再生可能なディスクであるか否かをチェックするディスクチェック
を、短時間で行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　本発明は、ディスクをディスクチェンジャに装填したとき、装填した各ディスクが再生
可能なディスクであるか否かをチェックするディスクチェックを短時間で行うため、選択
再生したディスクからファイルシステムデータを選別し、選別したファイルシステムデー
タを解析し、前記解析中に再生可能ファイルを検出したときにディスクチェック結果を出
力すると共に前記解析を直ちに中止し、次のディスクをチェックする作動を連続して行う
ことにより実現した。

　
【実施例１】
【００２４】
　本発明の実施例を図面に沿って説明する。図１は本発明によるディスクチェンジャを備
えたＣＤプレイヤーの例を示し、特に本発明の作動に関連する機能部分を主として示した
機能ブロック図である。なお、同図における各機能を行う機能部は、各機能を行う手段と
いうこともできる。
【００２５】
　図１に示すディスクチェンジャの再生処理部においては、図中のディスクチェック処理
部１５以外は前記図３に示した従来のディスクチェンジャの再生処理部と同様のものを示
しており、ディスクチェンジャ１に多数装填されたＣＤ２の内、任意のものが選択されて
プレーヤ３にかけられ、スピンドルモータ４で回転駆動されてピックアップ５によりディ
スクに記録されたデータが読み取られる。読み取られたＲＦ信号、及びフォーカスエラー
信号、トラッキングエラー信号等の信号は、ＲＦアンプ６を介して信号処理部７で処理さ
れる。
【００２６】
　信号処理部７では、入力した各種データの中からＣＤ再生のための管理を行う管理デー
タ８を分離し、システムコントローラ１０はその管理データにより所定の再生作動を行う
。この管理データによってプレーヤで再生することができるオーディオデータが存在する
ことが判ると、信号処理部７で再生できるオーディオデータ９を分離し、必要に応じてメ
モリコントローラ１１を介してバッファ用ＲＡＭ１２に所定量蓄積し、またその読み込み
を行い、音声信号出力１３として、プレーヤの振動対策処理を行う。
【００２７】
　上記のような管理データ８はディスクチェック処理部１５における管理データ取込部１
６によってこの処理部に取り込まれ、ファイルシステムデータ選別部１８では取り込んだ
種々の管理データの中から、このＣＤのファイルシステムデータを選別し、これをファイ
ルシステムデータ解析部１９に出力する。ファイルシステムデータ解析部１９では、例え
ば前記図４のＣＤデータにおけるルートディレクトリＲから展開されるファイルシステム
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データを解析し、再生可能ファイル検出部２０ではその解析結果によって、図中ｍｐ３と
示されるような再生可能なファイルが存在するか否かを検出する。
【００２８】
　再生可能ファイル検出部２０で検出した結果は、チェック結果出力部２２からシステム
コントローラ１０にその結果を出力し、また、ディスクチェック結果記憶部２１に、チェ
ックを行ったディスクに対応してそのチェック結果を記憶し、このデータを後の再生時等
に利用する。システムコントローラ１０は入力したチェック結果により、ディスク選択指
示部１１に対して次のディスクのチェックを行うためにディスクチェンジ信号を出力する
。ディスク選択指示部１７では、ディスクチェック結果記憶部２１に記憶されているチェ
ックが終了したディスクと、現在ディスクチェンジャ１に装填されているディスクとを比
較し、未だディスクチェックが終了していないディスクを選択し、ディスクチェックが終
了したＣＤに替えて次のＣＤをプレーヤ３にかける。
【００２９】
　上記のような機能ブロックからなるディスクチェンジャにおいては、例えば図２に示す
作動フローに従って順に作動させることにより、ディスクチェンジャに装填された多数の
ディスクのディスクチェック処理を順に行うことができる。以下、図２に示す作動フロー
を、図１の機能ブロック図、及び図４のＣＤデータフォーマット例等を参照しつつ説明す
る。
【００３０】
　図２に示すディスクチェンジャのディスクチェック処理においては、最初に任意のディ
スクをディスクチェンジャの中から選択してプレーヤにかけてデータの再生を行う（ステ
ップＳ１）。次いでディスクのデータを読み込んでディスクチェックを開始する（ステッ
プＳ２）。その後プレーヤが取り込んだ管理データの中からファイルシステムデータを選
別する（ステップＳ３）。
【００３１】
　これらの作動は、図１におけるファイルシステムデータ選別部１８が、プレーヤの信号
処理部７で分離した管理データ８の中からファイルシステムデータを選別することにより
行われる。ＣＤデータはＩＳＯ９６６０の規格にしたがって記録されており、例えば図４
に示すような種々のデータが順に記録されるものであるが、その中にこのＣＤに記録され
ている各データがどのようなファイル構成になっているかを示すディレクトリ部が存在し
、ここにはルートディレクトリＲから順に展開されるファイル構成を所定の記号で順に記
録されている。したがって、ファイルシステムデータ選別部１８で、このファイルシステ
ムを表すデータを選別する。
【００３２】
　次いで、このようにして選別したファイルシステムデータの解析を行い（ステップＳ４
）、再生できるファイルが存在するか否かを判別する（ステップＳ５）。この判別は図１
の生成可能ファイル検出部２０が、ファイルシステムデータ解析部１９におけるデータ解
析結果により判別することができる。その判別の結果再生できるファイルが存在すると判
別したときには、直ちにこのディスクに対するディスクチェックを中断する（ステップＳ
６）。
【００３３】
　本発明において最も特徴とするところはこの処理であり、従来は前記ステップＳ４でフ
ァイルシステムデータを全て解析し、その解析結果により再生できるファイルが存在する
か否かの判別を行っていたのに対して、本発明においては、常に再生できるファイルが存
在するか否かの判別、即ち再生可能ファイル検出部２０で常時ファイルシステムデータ解
析部１９における解析状態を検出し、１つでも再生可能ファイルが検出されたときには、
直ちにそのディスクチェックを中止してディスク選択指示部１７に信号を出力し、ディス
ク選択指示部１７は未だチェックしていないディスクを選択してプレーヤにかける指示を
行う。
【００３４】
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　したがって、前記ステップＳ５で再生できるファイルが存在するか否かを常時判別して
いるとき、未だ見つかっていないと判別したときには、ステップＳ９に進んで、ファイル
システムデータを全て解析したか否かを判別し、未だファイルシステムデータを全て解析
していないと判別したときには、ステップＳ４に戻ってファイルシステムデータの解析を
継続し、前記作動を継続する点において、前記従来のものと大きく異なる。
【００３５】
　ステップＳ５で再生できるファイルが存在すると判別する処理は、例えば図４に示すデ
ィレクトリの中にルートディレクトリＲから順に展開されているファイルシステムの解析
に際して、解析中に図示の例では例えばルートディレクトリＲからＡ、Ａ１、Ａ１１、Ａ
１２、・・・と順に解析を行うときには、Ａ１１のｍｐ３が検出されたときにこのＣＤに
このプレーヤで再生できるオーディオデータが存在すると判別され、その時点で以降の解
析を中断して、次のディスクチェック処理に移る。
【００３６】
　なお、ファイルシステムの解析処理に際して、例えばレベル１のルートディレクトリＲ
からレベル２のＡ、Ｂ、Ｃ・・・、レベル３の、Ａ１、・・・、Ｂ１、Ｂ２・・・、とレ
ベル順に解析を行うときには、ファイルＢ１にｍｐ３のオーディオデータが存在すること
を検出したときに、このＣＤは再生できるデータが存在するものとして以降の解析を中断
し、次のディスクのチェックを行う。
【００３７】
　ステップＳ６でディスクチェックを中断した後、ディスクチェック結果をＣＤのコード
データと共に記憶し、図示の例においてはチェックしたディスクに対応する再生可能ラン
プを点灯する（ステップＳ７）。この処理は図１における再生可能ファイル検出部２０が
再生可能なファイルを上記のようにして検出したとき、ディスクチェック結果記憶部２１
にこれを記憶し、またチェック結果出力部２２からシステムコントローラ１０にその結果
を出力し、システムコントローラ１０はディスクチェンジャ１のトレイ毎に配置されてい
るランプ、或いはこのディスクチェンジャと離れた場所にあるヘッドユニットの表示部等
にその結果を表示する事により行われる。
【００３８】
　その後、全てのディスクのチェックは終了したか否かを判別し（ステップＳ８）、未だ
全てのディスクのチェックは終了していないと判別したときには、ディスクチェックの終
了していないディスクを選択し（ステップＳ１０）、前記ステップＳ２に戻って選択した
ディスクに対して前記と同様のディスクチェックを開始する。ステップＳ８で全てのディ
スクのチェックは終了したと判別したときには、このディスクチェンジャにおけるディス
クチェック処理を終了する（ステップＳ１１）。
【産業上の利用可能性】
【００３９】
　本発明によるディスクチェンジャは、ＣＤチェンジャに限らず、各種のデータを記録可
能な種々のディスクを複数装填するディスクチェンジャに適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の実施例の機能ブロック図である。
【図２】同実施例の作動フロー図である。
【図３】従来のディスクチェンジャの機能ブロック図である。
【図４】ＣＤのディスクフォーマットの例を示す図である。
【符号の説明】
【００４１】
　１　ディスクチェンジャ
　１５　ディスクチェック処理部
　１６　管理データ取込部
　１７　ディスク選択指示部
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　１８　ファイルシステムデータ選別部
　１９　ファイルシステムデータ解析部
　２０　再生可能ファイル検出部
　２１　ディスクチェック結果記憶部
　２２　チェック結果出力部

【図１】 【図２】
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